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建
設
産
業
は
、
わ
が
国
の
基
幹
産

業
と
し
て
今
日
ま
で
の
経
済
活
動
と

雇
用
機
会
の
確
保
に
貢
献
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
建
設
業
に
お
け
る
元

請
け
下
請
け
と
い
う
重
層
的
な
請
負

関
係
で
、
他
の
産
業
で
は
あ
た
り
ま

え
と
さ
れ
る
明
確
な
賃
金
体
系
が
現

在
も
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
景
気
悪

化
の
中
で
、
受
注
競
争
の
激
化
や
建

設
投
資
が
毎
年
縮
小
さ
れ
仕
事
量
の

減
少
が
施
工
単
価
や
労
務
費
の
引
き

下
げ
に
つ
な
が
る
な
ど
、
建
設
労
働

者
の
生
活
を
不
安
定
な
も
の
に
し
て

い
る
。 

　
平
成
１２
年
１１
月
制
定
の
「
公
共
工

事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
に
「
元
・
下
関

係
の
透
明
性
の
確
保
や
建
設
労
働
者

の
賃
金
、
労
働
条
件
の
確
保
が
適
正

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
」

と
付
帯
決
議
が
付
さ
れ
た
。
さ
ら
に

諸
外
国
で
は
既
に
公
契
約
法
に
係
る

賃
金
を
確
保
す
る
法
律
、
い
わ
ゆ
る

「
公
契
約
法
」
を
定
め
、
建
設
産
業

の
健
全
な
育
成
や
賃
金
・
労
働
条
件

の
確
保
や
工
事
に
お
け
る
安
全
や
品

質
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
建
設

業
を
健
全
に
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

雇
用
の
安
定
や
技
術
労
働
者
の
育
成

を
図
る
た
め
、
新
た
な
ル
ー
ル
づ
く

り
と
し
て
次
の
事
項
に
つ
き
特
段
の

配
慮
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

１
　
公
共
工
事
等
に
お
い
て
建
設
労

働
者
等
の
適
正
な
賃
金
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
「
公
契
約
法
」
の
制
定

を
促
進
す
る
こ
と 

２
　
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の

適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に

係
る
付
帯
決
議
に
関
し
実
効
あ
る

施
策
を
講
じ
る
こ
と 

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

　
平
成
２０
年
１２
月
１８
日 

埼
玉
県
八
潮
市
議
会 

提
出
先
　
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議

長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・

厚
生
労
働
大
臣
・
国
土
交
通
大
臣 

 

　
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
の
た

め
、
平
成
１９
年
度
分
か
ら
所
得
税
率

と
住
民
税
率
が
変
更
に
な
っ
た
。
こ

の
税
率
変
更
に
よ
っ
て
、
多
く
の
市

民
の
所
得
税
負
担
額
が
減
少
し
、
住

民
税
負
担
額
が
増
加
し
た
。し
か
し
、

住
民
税
の
課
税
額
が
前
年
の
所
得
に

基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

前
年
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
所
得

が
あ
っ
た
が
、
当
年
は
所
得
税
が
課

税
さ
れ
な
い
市
民
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
の
減
少
の
影
響
を
受
け
ず
、
住

民
税
増
加
の
影
響
の
み
を
受
け
る
と

い
う
ケ
ー
ス
が
生
じ
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
所
得
変
動
に
伴

う
個
人
住
民
税
の
還
付
が
行
わ
れ
、

市
長
が
還
付
ま
た
は
充
当
を
行
っ
た

場
合
は
、
県
は
当
該
還
付
ま
た
は
充

当
し
た
金
額
を
地
方
税
法
第
４７
条
第

平成２１年（２００９年）２月 

平成20年第4回定例会から討論のあった主な議案について、 
その討論の概要をお知らせします。 

平成20年第4回定例会から討論のあった主な議案について、 
その討論の概要をお知らせします。 

平成20年第4回定例会から討論のあった主な議案について、 
その討論の概要をお知らせします。 

 
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
歳
出
面

で
は
市
民
要
望
の
多
い
事
業
に
迅
速

に
対
応
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
高
い
評
価
を
し
て
お
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、都
市
宣
言
記
念
事
業（
１

４
４
４
万
２
０
０
０
円
）に
つ
い
て
、

こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
考
慮
す
る

と
果
た
し
て
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
金
額
な
の
か
と
強
く
疑
問
を
抱
く

内
容
だ
と
思
い
ま
す
。
事
業
の
主
な

内
容
で
、
無
料
で
市
内
全
戸
配
布
を

予
定
し
て
い
る
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ

ー
に
約
１
０
０
０
万
円
の
貴
重
な
財

源
が
投
入
さ
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
特
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。 

　
本
市
の
財
政
状
況
は
特
別
な
措
置

を
講
じ
な
い
場
合
、
今
後
７
年
間
で

約
２
０
０
億
円
の
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
る
と
の
試
算
も
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
な
に
も
私
は
「
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
都
市
宣
言
」
を
す
る
こ
と
に
反
対

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
、
健
康
づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
に
と
っ
て
は

大
変
有
意
義
な
こ
と
だ
と
評
価
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
を
考
慮

す
る
と
限
ら
れ
た
貴
重
な
財
源
を
有

効
に
、
そ
し
て
市
民
要
望
の
高
い
政

策
の
拡
充
、
充
実
を
す
る
の
が
先
決

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
以
上
の
よ
う
な
理
由
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、反
対
の
意
を
表
明
し
、

討
論
と
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
同
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、

民
主
市
民
ク
ラ
ブ
、
日
本
共
産
党
か

ら
も
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、 

地
方
特

例
交
付
金
の
増
額
や
生
活
保
護
に
係

る
国
庫
負
担
金
の
増
額
等
で
あ
り
、 

収
入
の
見
込
み
を
的
確
に
捉
え
た
予

算
措
置
と
考
え
る
。
ま
た
、
葛
西
用

水
親
水
化
整
備
事
業
私
有
地
売
払
い

に
係
る
財
産
収
入
の
増
額
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
財
源
を
確
保
す
る
姿

勢
が
見
ら
れ
、
適
切
で
あ
る
。 

　
一
方
、
歳
出
の
主
な
も
の
で
は
、

市
民
の
健
康
を
考
え
る
た
め
の
、
八

潮
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
に

関
係
す
る
経
費
の
予
算
化
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
本
市
に
も
多
い
健
康
・
ス

ポ
ー
ツ
に
係
る
団
体
の
活
動
の
推
進

や
、
子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

整
備
が
盛
り
込
ま
れ
、
地
域
医
療
費

の
軽
減
策
に
も
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
健
康
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
明
る
く
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
お
り
、
評
価
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
本
庁
舎
の
ア
ス
ベ
ス
ト
検

査
に
か
か
る
経
費
の
予
算
化
、
民
生

費
で
は
（
仮
称
）
や
ま
び
こ
福
祉
作

業
所
の
整
備
や
保
育
所
の
エ
ア
コ
ン

の
更
新
の
予
算
化
、
道
路
照
明
、
反

射
鏡
等
の
設
置
、
教
育
費
で
は
大
原

公
園
野
球
場
や
北
公
園
野
球
場
の
施

設
改
修
等
が
あ
り
、
市
民
生
活
の
安

全
性
や
利
便
性
の
向
上
に
十
分
配
慮

し
た
予
算
措
置
で
あ
る
。
市
財
政
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
重
要
な
課

題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
る
。 

　
以
上
の
点
を
評
価
し
、
本
議
案
に

つ
い
て
賛
成
の
意
を
表
す
る
。 

 

　
基
本
構
想
の
第
３
章
に
あ
る
「
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
東
京
駅
へ
の

延
伸
を
促
進
す
る
」
と
の
文
言
に
対

し
、
次
の
理
由
で
反
対
す
る
。 

　
こ
の
計
画
に
つ
き
政
府
答
弁
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
１６
年
３
月
１

日
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
八
分
科
会

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
政
府
参
考
人

の
答
弁
は
「
地
下
の
深
い
と
こ
ろ
を

通
る
秋
葉
原
―
東
京
間
、
約
２
キ
ロ

で
す
が
、
キ
ロ
当
た
り
３
０
０
億
円

で
計
６
０
０
億
円
、
駅
が
深
い
の
で

駅
部
に
４
０
０
億
円
、
合
計
１
０
０

０
億
円
で
す
」
と
あ
り
、
ま
こ
と
に

大
雑
把
な
積
算
根
拠
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
さ
ら
に
費
用
負
担
が
東
京

都
４
割
・
茨
城
県
３
割
・
千
葉
県
２

割
・
埼
玉
県
が
１
割
の
１
０
０
億
円

で
八
潮
市
５５
％
（
約
１８
億
円
・
金
利

は
別
）
、
三
郷
市
が
４５
％
、
一
都
二

県
の
自
治
体
負
担
は
ゼ
ロ
で
、
誠
に

理
不
尽
で
あ
り
、
八
潮
市
に
と
っ
て

重
荷
に
な
る
。
さ
ら
に
東
京
駅
予
定

地
が
丸
の
内
側
の
丸
ビ
ル
直
下
で
あ

る
。
す
で
に
横
須
賀
線
の
駅
が
あ
る

が
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
駅
は
さ

ら
に
外
側
で
あ
る
。
利
便
性
の
向
上

と
い
う
が
、
新
幹
線
ホ
ー
ム
は
八
重

洲
口
に
あ
り
、
徒
歩
２０
分
以
上
か
か

る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
結
論
と
し

て
①
負
担
割
合
が
高
い
②
費
用
対
効

果
が
期
待
で
き
な
い
③
工
事
総
額
根

拠
が
大
雑
把
で
あ
り
多
額
、
き
ち
ん

と
精
査
を
し
て
決
定
す
べ
き
で
、
促

進
と
は
積
極
的
な
意
味
で
あ
る
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
反
対
討
論
と
い

た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
同
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、

市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
か
ら
も
反

対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。 
 

　
今
回
の
基
本
構
想
の
一
部
改
定
は
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
通
を
契

機
に
人
口
が
増
え
、
駅
周
辺
や
関
連

す
る
道
路
の
整
備
な
ど
、
ま
ち
の
様

相
が
大
き
く
変
わ
り
、
ま
た
、
地
方

分
権
時
代
の
到
来
や
少
子
高
齢
化
社

会
の
一
層
の
進
行
、
人
々
の
価
値
観

や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
、
予
想

以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
る

時
代
潮
流
に
対
応
さ
せ
る
も
の
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
生
涯
学
習
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
継
承
し
つ
つ
、
将
来
都

市
像
を
「
市
民
が
育
む
　
品
格
と
活

力
の
あ
る
ま
ち
　
や
し
お
」
と
し
、

「
市
民
が
育
む
」
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
で
あ
る
市
民
自
ら
が
ま
ち

の
こ
と
を
考
え
、
市
民
と
行
政
が
協

働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
姿

勢
が
反
映
さ
れ
、
ま
た
、
「
品
格
と

活
力
の
あ
る
ま
ち
」
で
は
、
八
潮
に

住
ん
で
良
か
っ
た
、
更
に
、
市
外
か

ら
も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
、安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
、

市
民
が
誇
り
の
持
て
る
品
格
あ
る「
ま

ち
」
実
現
へ
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
と
共
に
創
り
上
げ
ら

れ
た
本
基
本
構
想
は
、
今
後
７
年
に

わ
た
る
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
す
羅
針
盤
と
な
り
、
八
潮
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
を
築
く

も
の
と
理
解
し
、
賛
成
討
論
と
い
た

し
ま
す
。 

■
平
成
２０
年
度
八
潮
市
一
般
会
計 

　
補
正
予
算
（
第
４
号
） 

■
第
４
次
八
潮
市
総
合
計
画
基
本 

　
構
想
の
一
部
改
定
に
つ
い
て 

定
例
会
の
最
終
日
に
、
次
の
意
見
書

（
議
員
提
出
議
案
）を
上
程
し
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

意  

見  

書 

公
契
約
法
の
制
定
を
促
進
し
適
正
な

労
働
条
件
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書 

所
得
変
動
に
伴
う
経
過
措
置
に

よ
る
個
人
県
民
税
の
還
付
金
額

に
対
す
る
徴
収
取
扱
費
（
還
付

金
の
繰
替
金
）
の
算
定
適
正
化

を
求
め
る
意
見
書 

反
対
討
論（
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
） 

反
対
討
論（
民
主
市
民
ク
ラ
ブ
） 

賛
成
討
論（
自
民
ク
ラ
ブ
） 

賛
成
討
論（
自
民
ク
ラ
ブ
） 


